
一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡

（二
人
）

秋
田
。胡
桃
館
遺
跡

所
在
地
　
　
　
秋
田
県
北
秋
田
市
鷹
巣
町

（旧
北
秋
田
郡
鷹
巣
町
）
綴
子
字

胡
桃
館

。
坊
沢
字
上
野

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
六
七
年

（昭
４２
）
七
月
～
八
月
、
二
　
一
九
六

八
年
人
月

発
掘
機
関
　
　
秋
田
県
教
育
委
員
会

・
鷹
巣
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
一　
奈
良

修
介
、
二
　
豊
島
　
昴

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
九
世
紀
後

半
～

一
〇
世
紀
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

巣
　
　
の
概
要

鷹

　

胡
桃
館
遺
跡
は
、
Ｊ
Ｒ
鷹
ノ

く

巣
駅
の
西
北
西
約

一
血
に
所
在

し
、
西
流
す
る
米
代
川
の
北
約
二
ｋｍ
、
標
高
二
人
ｍ
前
後
の
沖
積
地
に
立
地
す

る
。　
一
九
六

一
年
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
造
成
工
事
中
の
遺
物
出
土
を
遺
跡
発
見
の
端

緒
と
し
、
そ
の
後
、　
一
九
六
三

。
六
五
年
に
は
掘
立
柱
列

（Ａ
ｌ
柱
列
）、
柵
列

（Ａ
２
柵
列
）
や
建
物

（Ｃ
建
物
）
の
一
部
で
あ
る
土
居
材
が
検
出
さ
れ
、　
一
九

六
七
年
か
ら
三
カ
年
に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
弧
状
を
な
す
柵
列

（Ａ
２
柵
列
）
の
内
側

（北
）
か
ら
、
建
物
四

棟

答Ｃ
・
Ｂ
ｌ
・
Ｂ
２
・
Ｂ
３
建
物
）
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
シ

ラ
ス
層
下
に
あ
る
同

一
の
黒
色
土
面
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
同
時
期
の
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
建
物
部
材
は
い
ず
れ
も
南
東
の
方
向
に
や
や
傾
い
て
お
り
、
建

物
な
ど
を
覆
う
厚
さ
二
ｍ
に
も
及
ぶ
シ
ラ
ス
が
、
北
西
方
向
か
ら
押
し
寄
せ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
シ
ラ
ス
層
は
、
近
年
の
地
形

・
地
質
学
的
研
究
に

よ
り
、
九

一
五
年
に
発
生
し
た
十
和
田
火
山
噴
火
に
伴
う
毛
馬
内
火
砕
流
堆
積

物
を
母
材
と
す
る
ラ
ハ
ー
ル
堆
積
層

（火
山
泥
流
や
火
山
洪
水
な
ど
火
山
噴
火
に
よ

る
二
次
堆
積
物
の
総
称
）
で
あ
る
と
解
析
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
は
、
第

一
次
調
査
に
お
い
て
、
Ｃ
建
物
か
ら

一
点
、
第
二
次
調
査
に
お

い
て
、
Ｂ
２
建
物
か
ら

一
点
と
Ｃ
建
物
か
ら

一
点
の
計
二
点
、
以
上
総
計
三
点

が
出
土
し
た
。
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Ｃ
建
物
は
桁
行

一
一
・
人
ｍ
梁
行
九

・
Ｏ
ｍ
、
板
校
倉
式
の
東
西
棟
建
物
で

あ
る
。
Ｃ
建
物
の
床
板
下
の
地
表
に
は
、
木
材
の
削
片
が
敷
き
つ
め
ら
れ
て
い

る
か
の
よ
う
に
検
出
さ
れ
、　
一
ω
は
こ
れ
ら
の
削
片
と
と
も
に
出
土
し
た
。
二

①
は
Ｃ
建
物
内
出
土
木
製
品
と
報
告
さ
れ
る
が
、
第
二
次
概
報

（秋
田
県
教
育

委
員
会
一
九
六
九
年
）
に
は
写
真
の
み
掲
載
さ
れ
、
墨
書
の
有
無
や
出
土
状
況
に

関
わ
る
記
述
は
な
く
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
上
記
二
点
の
木
簡
は
、
調
査
当
時

か
ら
墨
書
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
釈
文
の
報
告
は
な
か
っ
た
。
な

お
、
二
⑪
の
釈
読
柔
は
、
冨
樫
泰
時
氏
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
い
る

答『日
本
の
古

代
遺
跡
二
四
秋
田
』
保
育
社
、　
一
九
八
五
年
）。

二
②
は
Ｂ
２
建
物
の
西
面
南
扉
板
で
あ
る
。
Ｂ
２
建
物
は
、
桁
行
八

・
八
ｍ

梁
行
六

・
七
ｍ
、
板
校
倉
式
の
南
北
棟
建
物
で
あ
る
。
こ
の
墨
書
の
存
在
は

一

九
九
四
年
に
新
た
に
確
認
さ
れ
た

（船
木
一
九
九
四
年
）。

木
簡
の
ほ
か
に
墨
書
土
器
が
四
点
出
土
し
て
い
る
。
報
告
書

（秋
田
県
教
育

委
員
会
一
九
七
〇
年
）
に
よ
る
と
、
第

一
次
調
査
Ｃ
地
区
か
ら

「守
」
、
第
二
次

調
査
Ｂ
２
建
物
西
扉
内
側
か
ら

「不
」
ま
た
は

「木
」
、
同
建
物
南
西
隅
炉
跡

付
近
か
ら

「寺
」
、
第
三
次
調
査
Ｂ
ト
レ
ン
チ
か
ら

「寺
」
と
記
さ
れ
た
墨
書

土
器
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
再
調
査
の
結
果
、
「不
」
は
確
定
で
き
、
「守
」
と

さ
れ
た
も
の
は

「寺
」
の
可
能
性
が
あ
る
。

二
〇
〇
四
年
、
出
土
か
ら
三
七
年
を
経
て

一
い
が
釈
読
さ
れ
た
。
釈
読
に
至

る
経
緯
と
知
見
は
、
関
係
文
献
に
詳
し
い

（山
本
二
局
橋
一
一〇
〇
五
年
）。
ま
た
、

そ
の
後
実
施
し
た
保
存
処
理
の
結
果
、
墨
痕
が
著
し
く
鮮
や
か
に
な
り
、
釈
読

を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た

（同
二
〇
〇
六
年
）。
本
稿
は
こ
れ
ら
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

ー胡桃館遺跡遺構配置図 (山本・高橋2005よ り)

(鷹巣中学校 )



1977年以前出上の木簡

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　
第

一
次
調
査

①
　
。「　
　
□
　
　
□
　
出
　
剛
附
∴
ｒ
　
物
　
名
　
帳

冒

己

　
　
　
　
　
　
ｏ
米

一
升

□
　
　
玉
作

□

□
米

五
升

五
合

玉
詐
畑
簾

□
□
□
□
米

一
升
　
　
　
〔丈
部
今
力
〕

口
□
□
□
□
米

一
升
五
合
和
本
部
永
□
米

一
升

□
□
□
回

〔米
力
〕　
　
　
　
　
　
　
　
〔子
力
〕
　

五
合

□

一
升
建
都
弘
主
米

一
升
公
□
□
□
米

一
升
伴
万
呂
米

一
升

〔得
力
〕

□
□
□
吉
米

一
升
土
師
□
呂
米

一
升

口
日
回

日
――
日
米
二
升

日
□

。
「　　　　
　　　
Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｏ

□
□
　
　
□
　
□
□
彰

□
□
□

〔
γ
＋
Ｉ
靴
〕

□

　

□

□
□
□

□

□

〔
イ
￥
〕
　

〔
γ
￥
〕

□
□
□
□
□
□
口
□
□
□
￥

〔
年
￥

工
〕

　

ｏ

］
］
ド

×

］
〕
⇔
×

Ｐ
Ｐ

」
Ｏ
ω
枷

方
板
状
の
木
札
。
四
周
削
り
。
上
下
両
端
に
は
、
斜
め
方
向

へ
の
切
削
が
認

め
ら
れ
る

（断
面
は
台
形
状
を
呈
し
て
お
り
、
表
面
が
下
辺
に
あ
た
る
）。
左
下
角
は

円
弧
状
に
加
工
さ
れ
、
四
隅
に
穿
孔
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
方
板
状
加
工
に
伴
う

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
表
面
の
調
整
は
、
チ
ョ
ウ
ナ
で
板
面
を
加
工
し
た
の
ち
、

ヤ
リ
ガ
ン
ナ
で
荒
仕
上
げ
を
し
た
も
の
、
一暴
面
は
、
チ
ョ
ウ
ナ
で
板
面
を
加
工

し
た
の
ち
、
ヤ
リ
ガ
ン
ナ
で
仕
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
裏
面
は
板
面
に
風
化
が

認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
よ
り
平
滑
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
表
面
の
文

字
は
、
穿
孔
を
避
け
て
書
か
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

二
行
日
の

一跡
え
は
ヽ
「鹿
」
な
ど
の
可
能
性
も
あ
る
。
三
行
日
の

「米

一

升
」
の
上
の

「□
」
は
、
「
舌
」
（則
天
文
字

「正
し

に
似
る
。
四
行
日

「永

□
」
の

「□
」
の
筆
遣
い
は
、
「石
」
十

「木
」
で
、
「集
」
の
可
能
性
も
あ
る
。

四
行
日
末
尾
の
文
字
は
、
「庭
」
「道
」
「継
」
な
ど
の
可
能
性
が
あ
る
。
五
行
日

の
公
子
姓
と
思
わ
れ
る
者
の
名
の
一
文
字
目
は

「黒
」
「里
」
な
ど
、
二
文
字

目
は
、
「身
」
「見
」
な
ど
の
可
能
性
が
あ
る
。
六
行
目
の

一酔
光
の
上
に
は
、

「人
」
の
よ
う
な
墨
痕
が
み
え
る
。
裏
面
の
文
字
は
、
銀
存
処
理
に
よ
り
か
な

り
の
墨
痕
が
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、
な
お
文
意
は
判
然
と
し
な
い
。
天
地
逆
に

書
か
れ
た

一酔
酢
酎
電
の
文
字
は
、
出
土
直
後
に
秋
田
県
警
察
本
部
鑑
識
課
に

よ
り
撮
影
さ
れ
た
赤
外
線
写
真
の
写
真
台
紙

（奈
良
文
化
財
研
究
所
保
管
）
の
一

葉
に
よ
り
、
現
在
欠
損
し
て
い
る
部
分
に
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
も
の
で
あ

る

（二
〇
二
買
に
掲
載
）。

〔麻
力
〕　
　
　
　
　
〔
日
力
〕

確
認
で
き
た
人
名
は
、
「玉
作
□
主
」
「玉
作
□
□
」
「建
部
弘
主
」
「和
本
部



〔丈
部
今
力
〕
　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

〔子
力
〕
　

　

　

〔得
力
〕

永
□
」
「□
□
□
□
」
「伴
万
呂
」
「土
師
□
昌
」
「公
□
□
□
」
「□
□
□
吉
」
の

九
名
で
あ
る
。
「玉
作
」
姓
の
人
物
は
、
九
世
紀
後
半
頃
の
出
羽
国
に
関
わ
る

も
の
と
し
て
、
「停
魁
玉
作
宇
奈
麿
」
「玉
作
正
月
麿
」
が
著
名
で

（『日
本
三
代

実
録
し
、
「建
部
」
「和
本
部
」
「丈
部
」
「伴
」
「土
師
」
「公
子
」
は
い
ず
れ
も

陸
奥

。
出
羽
の
出
土
文
字
資
料
な
ど
に
例
が
あ
る
。
確
認
さ
れ
る
米
の
量
は―(1)表 (赤外線写真 )

「
一
升
」
が
多
い
が
、
「五
升
五
合
」
コ
一升
」
コ

升
五
合
」
も
み
ら
れ

一
定

し
な
い
。
他
に

「
一
升
」
を
見
せ
消
ち
し

「五
合
」
と
訂
正
し
た
も
の
も
あ
る
。

二
行
日
の

「五
升
五
合
」
は
、
米
の
総
量
が
こ
れ
を
超
え
る
こ
と
か
ら
合
計
と

は
考
え
が
た
く
、
工
作
某

一
人
の
米
に
関
わ
る
量
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

木
簡
の
原
形
は
、
以
下
の
よ
う
に
推
測
で
き
る
。
方
板
に
遺
る
左
下
隅
の
円

一

驚
，
４
一

〕口
劉
γ
移
ケ
テ
歓

お
零
乗
れ
碗
Ｔ
等

ぢ巧 Ⅲ

～
ヴ
４
争
個巽

司
ヮ
五
之
オ
冬

二
体
＆

生
了

誉
名
ネ
編
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―(1)裏 (赤外線写真)

刊鵜
〔団判円因因日‐‐‐阿日団同国‐‐‐‐‐‐‐‐―‐‐―‐‐―‐‐―‐‐―‐‐―‐‐―‐‐―‐‐―‐‐―‐‐‐期
国
刊
２０．

γ
ｌ
宝
長
勒
・・）
喜
ン
と
彰
十日

―(1)裏



弧
状
加
工
は
、
そ
れ
以
前
の
大
型
木
製
品
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
文
字

が
穿
孔
を
避
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
方
板
状
加
工
は
表
面
の
墨
書
よ
り
先
行
す

る
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
、
加
工
痕
跡
の
観
察
知
見
に
よ
る
な
ら
ば
、
ェ
リ
平

滑
に
仕
上
げ
ら
れ
た
裏
面
が
、
元
来
の
木
製
品
と
し
て
の
オ
モ
テ
に
あ
た
る
と

理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
木
札
の
製
作
過
程
は
、
ま
ず
大
型
板
材
の

一
つ
の
隅
の
部
分
を
用
い
て
方
板
が
作
成
さ
れ
、
さ
ら
に
方
板
が
木
簡

へ
と
転

用
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
る
。
な
お
、
年
輪
年
代
法
に
よ
る
木
札
の

年
輪
年
代
は
、
西
暦
八
五
三
年

（心
材
型
）
で
あ
る
。
ま
た
、
同
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
部
材
の
う
ち
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
最
も
年
代
の
降
る
も
の
の
年
輪
年
代

は
、
机
板
と
報
告
さ
れ
て
い
る
部
材
の
九
〇
五
年

（辺
材
型
）
で
あ
る
。

第
二
次
調
査

【建
力
〕

「建
□

Ｃ

卜
じ

×

命

じ

×

り
　

ｏ
驚

②
　
　
　
　
　
　
　
　
一
口
□【経
力
〕

七
月
十
六
日
自
誦
奉
□

〔
汁
力
〕

同
日
汁
巻
十
七
日
□
巻

十
八
日
汁
巻
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
（Φじ

苫
ｏ睫
島

ｏ２

ω
の
二
文
字
目

一醜
ぇ
は
、
「幸
」
の
縦
画
が
通
ら
ず

「違
」
に
似
た
字
で

あ
る
が
、　
一
文
字
目
と
は
逗
筆
が
異
な
る
。
逗
筆
の
異
な
る
同
じ
文
字
を
習
書

〔
建
力
〕

し
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
「□
」
と
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
留
め
、
文
字
は
確

定
し
な
か
っ
た
。
な
お
、
表
面
中
程
に
墨
で
塗
り
つ
ぶ
し
た
箇
所
が
あ
り
、
上

端
部
の
裏
面
か
ら
木
口
に
か
け
て
に
も
横
方
向
の
塁
塗
り
が
認
め
ら
れ
る
が
、

い
ず
れ
も
文
字
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

②
は
、
Ｂ
２
建
物

（南
北
棟
建
物
）
の
西
面
南
扉
板
で
、
上
端
は
欠
損
す
る
。

確
認
さ
れ
る
墨
書
は
、
最
も
上
の
文
字
が
扉
板
の
下
端
か
ら
お
よ
そ
六
二
〇
ｍｍ

の
位
置
に
記
さ
れ
て
お
り
、
現
状
で
は
、
四
行
二
六
字
が
確
認
さ
れ
る
。
全
文

同
筆
で
あ
る
。
某
年
七
月

一
六
日
か
ら

一
人
日
ま
で
の
経
典
読
誦
の
記
録
で
あ

り
、　
一
日
三
〇
巻
の
経
典
を
三
日
に
わ
た
り
読
誦
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
、　
一
ω
に
記
さ
れ
た
人
名
は
、
九
世
紀
後
半
頃
の
米
代
川
流
域
の
居
住

者
を
示
す

一
次
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
り
、
今
後
、
当
該
地
域
の
氏
族
分
布
や

― (1)裏 (部分)

(咎果「喜籍禿融警講藍錘
影赤外線写真

)
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1977年以前出上の木簡

二 (2)二(2)墨書部分拡大

支
配
の
実
態
を
検
討
す
る
上
で
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
史
料
と
な
ろ
う
。
加
え

て
、
二
切
に
み
え
る
経
典
読
誦
の
記
録
と

「寺
」
と
記
し
た
墨
書
土
器
は
、
胡

桃
館
遺
跡
の
少
な
く
と
も

一
部
に
仏
教
施
設

（そ
れ
が
常
設
か
臨
時
か
は
お
く
と

し
て
）
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
。
胡
桃
館
遺
跡
出
土
の
文
字
資
料
は
、
遺
跡

の
全
体
像
の
解
明
に
資
す
る
資
料
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

小
稿
は
、
第
二
七
回
木
簡
学
会
研
究
集
会
に
お
け
る
報
告
を
も
と
に
す
る
も

の
で
、
釈
読
は
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
研
究
室
と
報
告
者
に
よ
る
検
討
の
成

果
で
あ
る
。
出
土
遺
物
の
年
輪
年
代
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
古
環
境
研
究
室

の
光
谷
拓
実
氏
、
木
製
品
の
加
工
痕
跡
は
、
同
建
造
物
研
究
室
の
窪
寺
茂
氏
の

ご
教
示
を
得
た
。
木
簡
の
写
真
は
、
同
写
真
室
の
中
村

一
郎
氏
に
よ
る
。

９
　
関
係
文
献

秋
田
県
教
育
委
員
会

『胡
桃
館
埋
没
建
物
発
掘
調
査
概
報
』
全

九
六
八
年
）

同

『胡
桃
館
埋
没
建
物
遺
跡
第
二
次
発
掘
調
査
概
報
』
盆
九
二ハ九
年
）

同

『胡
桃
館
埋
没
建
物
遺
跡
第
三
次
発
掘
調
査
報
告
書
』
０

九
七
〇
年
）

船
木
義
勝

「板
扉
の
墨
書
文
字
」
（秋
田
県
立
博
物
館

『博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
九

七
、　
一
九
九
四
年
）

山
本
崇

・
高
橋
学

「鷹
巣
町
胡
桃
館
遺
跡
出
上
の
木
簡
」
翁
秋
田
県
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
一
九
、
二
〇
〇
五
年
）

同

「胡
桃
館
遺
跡
出
土
木
簡
の
再
釈
読
に
つ
い
て
」
翁
同
‘

一〇
、
一
一〇
〇
六
年
）

鶏
プ
誠
測
輯
零
銘
棚
樫
幅
笏〉す露
翻
諭
勢
ｕ


